
Web ページ更新情報への自己組織化マップの適用 

濱口佳孝† 池野篤司† 山本英子‡ 井佐原均‡ 

沖電気工業株式会社† 独立行政法人情報通信研究機構‡ 

hamaguti662@oki.com, ikeno546@oki.com, eiko@nict.go.jp, isahara@nict.go.jp 

 

 Web ページの記事の最近の傾向を把握する目的で、ある時点での Web ページの更新差分に自己組織化
マップを適用した。しかし、広告、差分を得た時点に関する日時表現、記事に関係無いテンプレート的部
分の語によるクラスタが約８割を占め、適当なクラスタが得られなかった。これについて、・固有表現抽出
により得られた日付表現の排除、・<a>タグの特徴や特徴的な単語のパターンによる広告の一部の排除よる
解決を試みた。また、使われる語が多様なテンプレート的な部分に関しては、それぞれの Web ページごと
に、時間軸方向での出現頻度の高い語の重みを低くすることにより、その抑制を試みた。この結果、これ
らによるクラスタが作られることを抑制し、記事中の語によるクラスタを得ることができた。 

1. はじめに 
 沖電気では、設定した URL を定期的にチェック
し、更新部分の差分のみをユーザに通知するサー
ビス、MAILPIA® [1](http://www.mailpia.jp)を提
供している。これにより、興味を持つ Web ページ
の情報を効率良く得ることができる環境を提供す
ることを目的としている。 
 このサービスでの更新情報は“興味を持ってウ
ォッチングしている人がいるサイト”の物である。
これらのある時点での傾向を把握できれば、最近
の話題・興味の傾向の視点で情報をまとめて扱え
ることが期待でき、ユーザが興味を持つ情報の提
供の高度化に活用できると考えている。 
 このために、ある時点で得られた Web の更新部
分を、差分を得ることで取得して自動クラスタリ
ングすることを試みた。 
 クラスタリング手法としては、各文書間の相互
の距離によりクラスタリングする手法の他に、
T.Kohonen による自己組織化マップ[2]と呼ばれる
手法が知られている。 
 今回の実験の目的では、定期的に更新情報が取
得され新しいデータ群が与えられることから、処
理にある程度のスケーラビリティが求められる。
この点で、各文書間の相互の距離を計算する必要
がある手法は単純には更新情報数の自乗の処理が
必要となり、好ましくない。 
 これに対して自己組織化マップは、各参照ベク
トルの学習に必要な回数がほぼ一定であるとすれ
ば、参照ベクトルの数、すなわちマップのサイズ
に比例した処理量が必要となる。更新情報中の話
題の多様性は、最大でも情報の数に比例程度で、

その時点での話題のバリエーションには限界があ
ることを考えれば、マップの大きさはデータ数に
比例するより小さくなることも期待される。この
ため、情報量に対する処理量の増加率は有利であ
ることが期待できる。 
 また、短期間では話題の傾向は変わらず作られ
るマップに大きな変化は無いとすると、前回の更
新情報から生成されたマップを初期状態として学
習を開始することで、以後の学習回数を減らすこ
とも考えられる。 
 このため、今回の実験では自己組織化マップを
用いたクラスタリングを行うこととした。 
 

2. 実験の概要 

 実験には、ユーザが設定している約 5000URL
から、2005 年 3 月 31 日に 4 回取得した Web ペー
ジの差分である、732 データを用いた。 
 この実験では、Web ページの差分データの特徴
ベクトルは、固有表現抽出・属性抽出[3]により得
られた名詞系の語を各成分とした。また、この特
徴ベクトルと、自己組織化マップの参照ベクトル
との類似度は内積とした。 
 自己組織化マップの形状は、マップの端の条件
が変わることを避けるため、20×20 の矩形のマッ
プの上下端と左右端が繋がったトーラス状とした。 
 学習のパラメータは、4.1 節で提案する手法を適
用し、さらにテンプレートなどで用いられる語を
手作業でストップワードとして登録することで抑
制した実験（結果は図３）で、主観評価で最も良
いクラスタが得られた値を用いている。 
 



3. 差分全体の tf・idf を用いた実験 
まず、固有表現の各差分データ中での出現頻度

tf と、その固有表現を含む差分データの数 df で全
データ数を除算したものの対数である idf を用い
て、その固有表現の成分の大きさを tf・idf とした。
これをベクトル長が１になるように正規化したも
のを、各差分データについての特徴ベクトルとし
て、自己組織化マップを作成した。（図１） 
 その結果、「3 月 31 日」など差分を取得した日時
に関した固有表現や、「今日」という当日に関係し
た相対表現がもっとも強い参照ベクトルによるク
ラスタが６つ作られた。 
 また、「無料」「CLICK」等、単語がテキスト広
告によく用いられることに起因する12クラスタが
作られた。「ケータイ」「モバイル」や商品名によ
るクラスタなど話題に関連して形成されたように
見えるクラスタの中にも、そのクラスタに集まる
差分データの大半ではテキスト広告部分にそれら

の語が含まれている物があった。これらは実際は
記事ではなく広告により作られたクラスタである
ため、広告によるクラスタとして分類している。 
 その他、「more」「トラックバック」「更新」など
は、ブログや掲示板で全文を読むためのリンクや
更新日時を示す等のために記事毎に使われるテン
プレート的な部分で使われる語である。これらの
テンプレート部分によるクラスタが 6つ作られた。 
 以上は Web ページの更新部分に含まれる話題の
傾向を把握する目的に沿わないが、できあがった
マップの面積の約８割を占めている。 
 残りの部分は記事中の固有表現を元にクラスタ
が形成されている。この中には、「日本」「向上」
等広い概念や「当社」など代名詞を最も大きい成
分とする参照ベクトルを持つクラスタも含まれて
おり、それに属する文書には互いに記事内容の関
連は見られなかった。記事内容に関連が見られる
文書が集まるクラスタは「JAVA」「ショップ」「ビ
ジュアル」「シングル」「collection」を参照ベクト
ルの大きな成分とする 5 クラスタであった。 
 
3.1. 課題 
 同じ時点で取得した差分データ群中では、その
時点の日付がブログやニュースサイトなどに含ま
れていることが多い。また、日時の表現方法はバ
リエーションが少ないため、差分取得日時を示す
同じ日時表現が適当な割合で複数の差分データに
現れ、日時表現に関する固有表現によるクラスタ
が多く作られていた。 
 広告については、「無料」等、広告に好んで用い
られる単語が存在し、異なる広告間でも適当なク
ラスタを形成する程度に複数の差分データに同じ
語が含まれていた。また、商品名によるクラスタ
は、同じ広告が複数のサイトにたまたま表示され
ているためであった。これは、ランダム表示の広
告の場合は毎回広告部分が差分データとして得ら
れることによりデータ数そのものが相対的に多く
なり、偶然同じ広告が載った差分データが適当な
数に達しているためと思われる。 
 「トラックバック」等のテンプレート部に使わ
れる語も、近年のブログの増加により常にある程
度の割合で更新情報に含まれている。 
 これらの語は、以上述べたような各々の理由に
より、語の出現頻度がクラスタを形成するのに適
当な値になっていると考えられる。このため、処
理対象となる差分データ集合中での tfや df 等の統
計量で、話題の分類に使用したい語と分離する試
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図１：更新情報の自己組織化マップ 
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みは、良い結果は得られなかった。 
 
4. 提案手法 
4.1 パターンによる語の削除 

問題となる語のうち、日付の表現はバリエーシ
ョンに限りがある。このため、固有表現抽出を行
い、実験データを取得した時点に近い日付表現と
「今日」などの現在に近い相対表現を特徴ベクト
ルの要素から削除した。 

広告はリンク先を示す HTML の<a>タグに特徴
があるものや、特定の語が使われる物が多い。こ
の実験では、 
l <a>タグのリンク先の cgi 等に、パラメータと

して URL が与えられている場合 
l 行頭に「【PR】」等、「PR」またはそれに括弧

が付与されている文字列がある場合。 
に、そのアンカー内や行を処理対象から外した。 

 
4.2. 時間方向の語の出現頻度による補正 
テンプレート部に含まれる語についてはブログ

や掲示板以外にも存在すると思われ、そのバリエ
ーションは無数にあり、ストップワードとして手
で登録をすることが困難である。また、例えば「ト
ラックバック」という語であっても、トラックバ
ックに関して議論する記事であれば、特徴ベクト
ルの要素として必要であり、ストップワードとし
て全て排除することにも問題がある。 
一方、ある Web ページの毎回更新される部分に

テンプレート的に使われる語であれば、その Web
ページの更新差分にほとんどの場合に含まれてい
ることが期待できる。すなわち、あるサイトにつ
いて、過去ある程度の期間に得られた複数の差分
データに、その語が含まれる頻度で判定できると
期待できる。 
今回の実験では処理対象とする差分データ d に

現れる固有表現 t について、d が得られた Web ペ
ージ p からさらに過去に得られた n 回分の差分デ
ータ中に、t が含まれる頻度 tdf(p,t)を用いた。こ
れらから得られる ( )αntptdf ),(1− を tf・idf に乗
ずることによって、過去に同じ固有表現が使われ
ている頻度が高いほどその成分が小さくなるよう
に補正した。αは経験的に求め、0.4 とした。 
 この処理は、同じページから得られる複数の差
分データに、時間が経過しても繰り返し現れる固
有表現を抑制することを目的としている。そのた
め、広告が無作為に含まれる場合も、そのバリエ
ーションが少ない場合は同じ広告が差分データに
出現する頻度が高くなり、この処理によりある程
度抑制できることも期待できる。 
 
4.3. 実験結果 
 4.1 節の処理の後に 4.2 節の処理を行う構成で実
験を行った結果を図２に示す。図１と比較すると、
固有表現レベルで削除した日時によるクラスタは
無くなり、テンプレート部分によるクラスタも現
れていない。広告に関しては「無料」を大きな成
分とするクラスタが作られているのみである。 
 「コメント」など一見テンプレート部分の語に
起因したように思われるクラスタもあるが、そこ
に集まる文書を観察すると、記事中の文章で「コ
メント」という語が使われている物であった。こ
のため、図２ではテンプレートに起因するものと
はしていない。 
 なお、図２では、記事中の単語で作られたクラ
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図２：提案手法の結果 
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スタではあるが、集まった記事の内容に互いに関
連がないものは「記事相関無」と分類して図示し
ている。このようなクラスタには、「日本」「情報」
など広い概念の語の成分が強い参照ベクトルを持
つものが多かった。 
 
5. 考察 

4.2 節の処理の替わりに、ブログや掲示板で用い
られるテンプレート的な38語をストップワードと
して処理を行うと(図３)、ストップワードとしなか
ったテンプレート的な部分の語によるクラスタが
残る。例えばここでテンプレート的な語とした組
織名は、ニュースサイトでニュースソースとして
付記されている新聞社名である。このような語は
他の場所では話題語となることもあり、ストップ
ワードとすることはできない。 

また、「コメント」などはストップワードとして
しまったためクラスタが作られないが、4.3 節で述
べたように記事中で使われる場合もあり、提案手
法(図２)ではこれによるクラスタが形成されてい
る。 

このような面で、時間軸方向の語の出現頻度に
よる評価値はストップワードによる解決より有効
と思われる。 

互いに関連の無い差分データの集合となったク
ラスタは、広い概念の語や一般的な語によるもの
が多い。マップのサイズが小さい場合にそのよう
な現象が見られることが報告されているが[4]、今
回の実験ではクラスタ中の記事の内容に互いに相
関があまり無いことと、参照ベクトルとの類似度
が小さいことから、クラスタを形成するような類
似した記事が他に無い差分データの集合により作
られたクラスタではないかと予想している。 
今後、これらのカテゴリの判定方法の開発や、

より大きなコーパスの df による一般語の抑制など
の手法により解決したい。 
 
6. まとめ 
固有表現による日時表現の除去やパターンによ

る広告の除去、及び、時間軸方向での語の出現頻
度による評価値により、Web ページの差分データ
を自動クラスタリングする上での課題を解決でき
ることが確認できた。 

また、テンプレート的に用いられる語に関して
は、ストップワードによる抑制よりも、ページご
との時間軸方向での語の出現頻度を用いたほうが、
より妥当なクラスタが作成された。 
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図３：ストップワードによる結果 
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